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日本発生生物学会第４５回大会・日本細胞生物学会第６４回大会合同大会

男女共同参画・若手研究者育成ランチョンワークショップ
The 45th JSDB & The 64th JSCB Joint Meeting

Gender equality and nurture of young scientist workshop

５月２９日（火）12:10-13:00 第３会場（神戸国際会議場４階 401+402）

 「研究者のキャリアパス」

話題提供：
工樂　樹洋（理研 CDB）
 「ドイツで見た桜－キャリアを創っていくということ」

玉井　馨子（第一三共株式会社）
 「Academia or Industry? （Planned Happenstanceのすすめ）」　

司会：斉藤典子（熊本大学・発生研）・小柴—竹内　和子（東京大学・分生研）

　生命科学分野の若手研究者における就職活動は、依然として厳しい状況にあり、学位を取り、留学してもポ
ジションが見つからないために帰国することができない、またそのために若手研究者は留学することをためら
うというような負の連鎖が生じています。しかし、留学に限らず、研究生活で得られた経験は、アカデミック
だけでなく企業や海外でも活かせるのではないでしょうか。海外で独立することはチャレンジングで、言葉や
習慣の違いなどの障壁もありますが、多くのメリットも存在するはずで、実際、最近は海外で研究室を主宰（PI）
し、活躍している日本人研究者が増えています。本ワークショップではドイツで PI を経験されたのちに理研の
PI になられた工樂博士と、アメリカで PI を経験されたのち企業に就職された玉井博士をお招きし、アメリカと
ヨーロッパのラボ運営が日本とどう違うか、また玉井博士には企業とアカデミックとの違いなどについてお話
いただく予定です。これから留学や就職を考えている若手研究者、その指導教官の方々にはぜひ参加していた
だき、将来を考える際の参考になればと思っております。ランチ付き、日本語ですので、多くの方々のご参加
をお待ちしております。

主催：日本細胞生物学会男女共同参画推進・若手研究者育成委員会
　　　日本発生生物学会男女共同参画 WG

Luncheon Workshop on Gender Equality and nurture of young scientist



有志セミナー 1
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有志セミナー 2

「�生���ット�ーク」主� 
�時�5 月 31 �（�） 12:00 ~12:50 

���� 6 ��（�����議� 5 階 502） 
 

 
 

�����セミナー 
�原生生物の多様性にみる生き物の進化の��� 

〜生物の不思議に触れた時の大きな喜びを感じながら、楽しい時間をお過ごしください〜 
 
 

 
1. 渦鞭毛藻類に見られる葉緑体の進化〜三次共生そして盗葉緑体 
 

���� （�海�大�大����研究�） 
 

 渦鞭毛藻類は，淡水から海洋まで広く分布する原生生物で約 2000 種が知られる。「藻

類」の仲間として扱われるが，およそ半数の種が従属栄養性で，残りの半数のみが光合

成種である。渦鞭毛藻類における典型的な葉緑体は，葉緑体をもたない祖先生物が紅藻

を二次的に取り込むことによって獲得されたものである（二次共生）。一方，非典型的

な葉緑体をもつ渦鞭毛藻類も少なからず存在し，それらの葉緑体はハプト藻起源，珪藻

起源あるいは緑藻起源である（前二者は三次共生，後者は連続的二次共生と呼ばれる）。

我々の研究室では珪藻起源の葉緑体をもつ渦鞭毛藻類の多様性と進化過程の解明をお

こなってきた。現在知られる珪藻渦鞭毛藻類は形態や生活形は多様であるが，実は全て

が単系統で，共通祖先の段階で珪藻の取り込みがあり，その後多様化した事が示された。

また一部の系統では取り込んだ珪藻葉緑体を

別の珪藻の葉緑体と入れ換えるという奇妙な

現象が起きている証拠も見つかった。 

 また渦鞭毛藻類には，葉緑体獲得の初期段階

と考えられる現象を示す種も知られる。盗葉緑

体（Kleptochloroplast）と呼ばれ，取り込ん

だ藻類（クリプト藻）を一定期間葉緑体として

機能させる現象で，恒久的な共生関係ではない。

我々は盗葉緑体現象を示す無殻の渦鞭毛藻類

について調べ，これらが単系統であること，海

産種から淡水産種へと進化するに従い宿主と

取り込まれるクリプト藻の間の種特異性が強

まること，また淡水産種においては細胞分裂と

盗葉緑体の同調的分裂が見られることなど「葉

緑体化」に向けた進化的傾向が見られることな

どを明らかにした。本セミナーでは，これらの

例を通して渦鞭毛藻類に見られるダイナミッ

クな葉緑体の進化の様子を紹介したい。 
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2. �原性の単細胞生物と�れを媒介するベクター 
 

����（�分�学医学�感���医学講�） 
 

 真核の単細胞生物には、ヒトの健康を害するマラリア・リーシュマニア・アフリカト

リパノソーマ原虫などが含まれる。これら原虫（原生生物）に対するワクチンは開発途

上である。マラリア原虫では既に薬剤耐性株が出現している。リーシュマニア・アフリ

カトリパノソーマ原虫に対する治療薬はヒトに副作用があり、かつ完治が困難な場合が

ある。これら原虫は、いずれも蚊・サシチョウバエ・ツエツエバエなどの昆虫（ベクタ

ー）によって媒介される。ベクター対策を立案する際は、昆虫の生態、殺虫剤抵抗性、

原虫感受性などを調べることが重要となる。演者は、衛生昆虫学の側面から、これら原

虫を媒介する昆虫の分子疫学的研究を国内外で行ってきた。ベクターの研究には、衛生

昆虫学のみならず寄生虫学、熱帯医学、ウイルス学、分子生物学、バイオインフォマテ

ィクスなどの情報が必要であり、研

究の醍醐味でもある。本講演では、

琉球列島からマラリアが無くなった

理由、南米のエクアドルの原生林内

でリーシュマニア原虫を媒介するサ

シチョウバエをヒト囮となって採集

する理由、ケニアでアフリカトリパ

ノソーマ原虫のワクチン開発に携わ

ったきっかけ、新たなベクターコン

トロールの礎に向けた研究として、

次世代シーケンサーを用いたベクタ

ーとマラリア原虫のせめぎ合いなど

についてお話をしたい。 
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ランチョンセミナー 1� ライカマイクロシステムズ株式会社
5月29日(火)   12:10 - 13:00   第2会場（神戸国際会議場 3F 国際会議室）

313

有
志
セ
ミ
ナ
ー
・

Luncheon Sem
inars



ランチョンセミナー 2� 横河電機株式会社
5月29日(火)   12:10 - 13:00   第5会場（神戸国際会議場 5F 501）
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ランチョンセミナー 3� 株式会社パーキンエルマージャパン
5月29日(火)   12:10 - 13:00   第6会場（神戸国際会議場 5F 502）   
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ランチョンセミナー 4� オリンパス株式会社
5月30日(水)   12:00 - 12:50   第2会場（神戸国際会議場 3F 国際会議室）
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ランチョンセミナー 5� 株式会社オプトライン
5月30日(水)   12:00 - 12:50   第5会場（神戸国際会議場 5F 501）
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ランチョンセミナー 6� カールツァイスマイクロスコピー株式会社
5月30日(水)   12:00 - 12:50   第6会場（神戸国際会議場 5F 502）

318

有
志
セ
ミ
ナ
ー
・

Luncheon Sem
inars



ランチョンセミナー 7� 株式会社ニコンインステック
5月31日(木)   12:00 - 12:50   第3会場（神戸国際会議場 4F 401+402）
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ランチョンセミナー 8� ライフテクノロジーズジャパン株式会社
5月31日(木)   12:00 - 12:50   第5会場（神戸国際会議場 5F 501）
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